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花吹雪と いう 言葉と 同時に、 思い出す の は 勿 来の 関 

である。 花吹雪 を 浴びて 駒 を 進める 八幡 太郎義 家の 姿 

は、 日本 武士道の 象徴 かも 知れない。 けれども、 この 

度の 私の 物語の 主人公 は、 桜の 花吹雪 を 浴びて 闘う と 

ころ だけ は 少し 義家 に似てい るが、 頗る 弱い 人物で 

ほう カレ 

ある。 同 一 の 志 趣 を 抱懐しながら、 人 さまざま、 日陰 

の 道ば かり 歩いて 一生涯 を 費消す る 宿命 も ある。 全く 

同じ 方向 を 意図し、 甲乙の 無い 努力 を 以て 進みながら 

も 或る 者 は 成功し、 或る 者 は 失敗す る。 けれども、 成 



にも 似た 説明で ある 事 は 前回のと おりだ。 

なに、 むずかしい 事はありません。 つまらぬ 知識に 

迷わされる からい けない。 女 は、 うぶ。 この 他に は 何 

も 要らない。 田舎で よく 見かける 風景 だが、 麦畑で 若 

いお 百姓が、 サトゃ ああい、 と 呼ぶ と、 はるか 向う で 

そのお 里さん が、 は ああい、 と 実になん とも うれし そ 

うな 恥ずかし そうな 返事 をす るね。 あれ だ。 あれ だよ。 

あれで いいの だ。 諸君が、 もし 恋愛 小説 を 書 くんだ つ 

たら、 あのよう な 健康な 恋愛 を y J そ 書く べきです ね。 

男と 女が、 コォ ヒィと 称する 豆の 煮出 汁に 砂糖 をぶ ち 



に 可愛かった。 私 は あの 若侍 を 嫉妬し ました。 女 は、 

あのよう でなければ いけない。 若い 男のお 客さん にお 

茶 を 差 出す 時なん か、 緊張の あまり、 君た ちの 言葉 を 

遣えば、 つまり、 意識 過剰と いう 奴 を やら かして、 お 

茶碗 を ひ つ くり 返したり する 実に 可愛い 娘さんが いる 

もの だが、 あんなの が、 まあ 女性の 手本と 言って よい。 

男 は 何かとい うと、 これ は、 私 も 最近よう やく 気附ぃ 

た 事で、 この 大 発見 を 諸君に 易々 と 打明ける の は 惜し 

いので あるが、 (そう おっしゃらずに、 へへ、 と 言いし 

学生 あり。 師を 軽ん ずる は 古来、 文科 学生の 通弊と 

す。) ただいま 期せず して 座の 一 隅より、 切望 懇願のう 



めき 声が 発せられ たようで も あり、 まあ 致し かた 無い、 

御 伝授し ましょう。 男子の 真価 は、 武術に 在り！ 二 

座 色 をな せり。 逃 仕度せ し 臆病の 学生 もあった。) 強 

くな くち やい けない。 柔道 五段、 剣道 七 段、 あるいは 

弓術で も、 からて 術で も、 銃剣術で も、 何でもよ いが、 

二 段 か 三 段く らいで は、 まだ 心細い。 すくなくとも、 

五段 以上で なければ いけない。 愚かな 意見と お思いの 

方 も あるだろう が、 たとい 国の 平和な 時で も、 男子 は 

常に 武術の 練磨に 励まなければ いかなかった の だ。 科 

学者た らんと する 者 も、 政治家た らんと する 者 も、 ま 

た 宗教家、 あるいは、 そこに (速記者の ほう を、 ぐい 



と 顎で しゃくって、) いらっしゃる 芸術家の 卵に しても、 

まず 第一 に、 武術の 練磨に 努めなければ ならなかった 

のに、 うかつに も 之 を 怠って いたので、 ごらんの とお 

り 皆さん 例外な く 卑屈で ある。 怒り 給うな。 私 だって 

諸君と 同じ 事です。 私 は 過去に 於いて、 政治 運動 をし 

た 事 も ある。 演劇の 団体に 関係した 事 も ある、 工場 を 

経営した 事 も ある、 胃腸病の 薬 を 発明した 事 も ある、 

また、 新体 詩と いう もの を 試みた 事 だって ある。 けれ 

ども、 一 つと して、 ものに ならなかった。 いつもび く 

びくして、 自己の 力 を 懐疑し、 心の 落ちつく 場所 は 無 

ある 

く、 お 寺へ かよって 禅 を 教えて もらったり、 或いは 部 



しても、 腕に 覚えがなくて はかなわぬ。 何が おかしい。 

私 は、 真面目に 言って いるので す。 腕力の 弱い 男子 は、 

永遠に 世の 敗北 者です。 人と 対談しても、 壇上に て 憂 

国の 熱弁 を 振う にしても、 また 酒の 店で ひとりで 酒 を 

飲んで いる 時で も、 腕に 覚えの 無い 男 は、 どこ やら 落 

ちつかず、 いやらしい 眼つ きをして、 人に 不快の 念 を 

生じさせ、 蔑視せられ てし まう ものです。 文学の 場合 

だって 同じ 事 だ。 (ぎよろ りと 速記者 を、 にらむ ので 

ある。) 文学と 武術と は、 甚だ 縁の 遠い もので、 青白く、 

細長い 顔 こそ 文学者に 似つかわし いと 思って いるら し 

い 人 も あるよう だが、 とんでもない。 柔道 七 段に でも 



なって 見なさい。 諸君の 作品の 悪口 を 言う もの は、 ひ 

とりも 無くなります。 あとで 殴られる 事 を 恐れて 悪口 

を 言わな いので はない。 諸君の 作品が 立派 だからで あ 

る。 そこにい らっしゃる 先生 (と、 またもや、 ぐいと 

速記者の ほう を 顎で しゃくって、) その 先生の 作品な 

ど は、 時た ま 新聞の 文芸欄で、 愚痴と いやみ だけ じ や 

ちょうしょう 

ないか、 と 嘲 笑せられ ている ようで、 お気の毒に 思つ 

ています が、 それ もまた やむ を 得ない 事で、 今まで 三 

十 何年 間、 武術 を 怠り、 精神に 確固たる 自信が 無く、 

きょうは 左 あす は 右、 ふらり ふらりと 千鳥足の 生活 か 

ら、 どんな 文芸が 生れる か 凡そ わかり 切って いる 事で 



す。 いまから でも 柔道 あるいは 剣道の 道場へ 通うよう 

にす るが いい。 本当に 笑い ごとで はない のです。 明治 

大正 を 通じて 第一 の 文豪 は 誰か。 おそらく は鷗 外、 森 

林太郎 博士で あろうと 思う。 あのひと など は、 さすが 

に 武術の たしな みがあった ので、 その 文章に も凜 乎た 

きいん 

る 気韻が ありまし たね。 あの人 は 五十ち かくな つて 軍 

医 総監と いう 重職に あった 頃で も、 宴会な どに 於いて 

無礼者に 対して は 敢然と 腕力 を ふるった もの だ。 (ま 

さか、 という 声 あり。) いや、 記録に ちゃんと 残って い 

ます。 くん づ ほぐれつ の大 格闘 を 演じた もの だ。 鷗外 

なお かくの 如し。 いわん や、 古来の 大人物 は、 すべて 



て 強 そうじゃ ないか。 役者 だって そうです。 名人と 言 

われる ほどの 役者に は、 必ず 武術の 心得が あった もの 

です。 その 日常生活に 於て、 やたらに 腕力 を ふるう の 

は、 よろし くないが、 けれども ひそかに 武技 を 練磨し、 

人に 知られず 剣道 七 段く らいの 腕前に な つ ていたら、 

ためいき 

いいだろ うな あ。 (先生 も、 学生 も、 そろって 深い 溜息 

を もらせり。) いや、 しかし 之 は、 閑人の あこがれに 終 

らせ てはいけ ない。 諸君 は、 今日 これから 直ちに 道場 

へ 通わなければ ならぬ。 思う 念力、 岩 を もとおす。 私 

は、 もはや 老齢で、 すでに 手お くれ かも 知れぬ が、 い 

や、 しかし 私 だって、 —— (口 を噤ん だ。 けれども、 



何 か 心に 深く 決する ところが あるら しく 察せられた。 ) 

このたびの 黄 村 先生の、 武術に 就いての 座談 は、 私 

の 心に も 深く しみる ものが あった。 男 は やっぱり 最後 

は、 腕力に たよる より 他 は 無い ものの ように も 思われ 

ずう すう 

る。 口が 達者で 図々 しく、 反省す ると ころも 何も 無い 

奴に は、 もの も 言いた くないし、 いきなり 鮮やかな 背 

負 投げ 一本 くらわせて、 そいつの からだ を 大きく 宙に 

一 廻転 させ、 どたん、 ぎ やっとい う 物音 を 背後に 聞い 



煙草に 火 を 移して、 そのまま 立 去った ので ある。 けれ 

さすが 

ども 流石に、 それから 二、 三日、 私 は 面白くなかった。 

私が 柔道 五段 か 何 かであった なら、 あんな 無礼者 は、 

ゆるして 置かん の だが、 としきり に 口惜しく 思った も 

の だ。 けれども、 鷗外は 敢然と やった の だ。 全集の 第 

三 巻に 「懇親会」 という 短篇が ある。 

(前略) 

このと き ざ ぶ と ん 

此時 座敷の 隅 を 曲って 右 隣の 方に、 座蒲団が 二つ 程 

あいていた、 その 先の 分の 座蒲団の 上へ、 さっきの 踊 

記者が 来て 胡 坐 を かいた。 横にあった 火鉢 を 正面に 引 

き 寄せて、 両手で 火鉢の 縁 を 押えて、 肩を怒らせた。 



そして 顋を 反らして 斜に 僕の 方 を 見た。 傍へ 来たの を 

ひげ 

見れば、 褐色の 八字髭が 少し あるの を、 上に 向けて ね 

じって ある。 今 初めて 見る 顔で ある。 

その 男が こう 云った。 

「へん、 気に食わない 奴 だ。 大 沼なん ぞは 馬鹿 だけれ 

ども 剛直な 奴で、 重りが あった ご 

こう 言いながら、 火鉢 を 少し 持ち上げて、 畳 を 火鉢 

の 尻で 二、 三度 とんとんと 衝 いた。 大 沼の 重りの 象徴 

つ も 

にす る 積り と 見える。 

「今度の 奴 は 生 利に 小細工 を しゃがる。 今に 見ろ、 大 

臣に 言って 遣る から。 (間。) 此間 委員会の 事 を 聞きに 



往 つたと き、 好く も 幹事に 聞け なんと 云って 返した な。 

つま 

こん 度 逢ったら 往来へ 撮み出して 遣る。 往来で 逢った 

ら刀を 抜かな けり やならない ようにして 遣る ご 

左 隣の 謡曲 はま だ 済まない。 (中略) 右の 耳に は此 

脅迫の 声が 聞え るので ある。 僕 は 思い掛けない 話な の 

で、 暫く あっけに 取られて いた。 (中略) そして 今度 

逢ったら を 繰り返す の を 聞いて、 何の 思索の 暇 もな く 

こう 云った。 

「何故 今 遣らない の だ。」 

「うむ。 遣る ご 

と 叫んで 立ち上がる。 



以上 は鷗 外の 文章の 筆写で あるが、 これが 喧嘩の は 

じ まりで、 いよいよ 組ん づほ ぐれつの、 つかみ 合いに 

なって、 

(中略) 

彼 は 僕 を 庭へ 振り落そう とする。 僕 は 彼の 手 を 放す 

まいと する。 手 を 引き合った 儘、 二人 は 縁から 落ちた _ 

落ちる 時 手 を 放して、 僕 は 左 を 下に 倒れて、 左の 手 

の 甲 を 花崗岩で 擦りむ いた。 立ち上がって 見る と、 彼 

は 僕の 前に 立って いる。 

僕に は此時 始めて 攻勢 を 取ろうと いう 考が 出た。 併 

し 既に 晩かった。 



座敷の 客 は 過半 庭に 降りて 来て、 別々 に 彼と 僕と を 

取り巻いた。 彼 を 取り巻いた 一群 は、 植 込の 間 を 庭の 

入口の 方へ なだれて 行く。 

四 五 人の 群が 僕 を 宥めて 縁から 上がらせた。 左の 手 

の 甲が 血み どれに なって いるので、 水で 洗えと 云う 人 

が ある。 酒で 洗えと 云う 人が ある。 近所の 医者の 処へ 

石炭酸 水 を 貰いに 遣れと 云う 人が ある。 手 を 包めと 

云って 紙 を 出す。 手拭 を 出す。 (中略) 

鷗 外の 描写 は、 あざやか である。 騒動が、 眼に 見え 

るよう だ。 そうして それから 鷗外 は、 「皆が 勧める か 

ら 嫌な 酒 を 五六 杯 飲んだ ご と 書いて ある。 顔 をし か 



めて、 ぐいぐい 飲んだ のであろう。 やけ 酒 に似てい る _ 

この 作品 発表の 年月 は、 明治 四十 二 年 五月と なって い 

る。 私たちの 生れない 頃で ある。 鷗 外の 年譜 を 調べて 

みると、 鷗外 はこの 時、 四十 八 歳で ある。 すでに その 

二 年 前の 明治 四十 年、 十一月 十五 日に 陸軍々 医 総監に 

任ぜられ、 陸軍省 医務 局長に 補せられ ている。 その 前 

きんし くんしょう 

年の 明治 三十 九 年に、 功三 級に 叙せられ、 金鵄 勲章 を 

授けられ、 また 勲 二等に 叙せられ、 旭日 重 光章 を 授け 

られ ている ので ある。 自重し なければ ならぬ 人で あつ 

たのに、 不良少年 じみた 新聞記者と、 

「何故 今 遣らない の だ ご 



かに 「事実」 として 信じる わけに は 行かない。 私 は 全 

集の 日記の 巻 を 調べて みた。 やっぱり 在った。 

明治 四十 二 年、 二月 二日 (火)。 陰りて 風な く、 寒 か 

いわゆる 

らず。 (中略) 夕に 赤 坂の 八 百 勘に 往く。 所謂 北 斗 会 

とて 陸軍省に 出入す る 新聞記者 等の 会合な リ。 席上 東 

京 朝日 新聞記者 村 山 某、 小 池 は 愚直な りしに 汝は 軽薄 

なりと 叫び、 予に 暴行 を 加う。 予村山 某と 庭の 飛石の 

間に 倒れ、 左手 を 傷く。 

これに 拠って 見る と、 かの 「懇親会」 なる 小説 は、 

ほとんど 事実 そのままと 断じて も 大過ない かと 思われ 

る。 私 は、 おのれの 意気地の 無い 日常 を かえりみて、 



で、 ぶつぶつ 言いながら 泣き寝入り だ。 キリスト だつ 

て、 いざと いう 時には、 やった の だ。 「われ 地に 平和 を 

きた かえ 

投 ぜんた めに 来れり と 思うな、 平和に あらず、 反って 

剣を投 ぜん 為に 来れり ごと さえ 言って いるで はない か _ 

あるいは 剣術の 心得の あった 人 かも 知れない。 怒った 

なわ きれ 

時には、 繩切を 振り まわして エルサレムの 宫の 商人た 

ち を 打 擲 した ほどの 人で ある。 決して、 色白の、 や 

さ 男で はない。 やさ 男 どころ か、 或る 神学者の 説に 依 

ると、 筋骨 たくましく 堂々 たる 偉丈夫だった そうで は 

ないか。 虫 も 殺さぬ 大慈大悲の お釈迦 さま だって、 そ 

のお 若い 頃、 耶 輸陀羅 姫と いう 美しい お 姫 さま をお 妃 



の 強い、 攻略 一ぼう の 人ではなかった。 平 治の 乱に 破 

れて 一族と 共に 東国へ 落ちる 途中、 当時 十三 歳の 頼 朝 

は 馬上で うとうと 居睡り をして、 ひとり、 はぐれた。 

平 治 物語に 拠る と、 「十二月 二十 七日の 夜更 方の 事な 

れば、 暗 さは 暗し、 先 も 見えね ども、 馬に 任せて 只 一 

騎、 心細く 落ち 給う。 森 山の 宿に 入り 給えば、 宿の 者 

共 云いけ る は、 『今夜 馬の足 音 繁く聞 ゆる は、 落人に や 

あまた 

あるらん、 いざ 留めん』 とて、 沙汰 人数 多 出で ける 中 

げんない ひょうえ さね ひろ 

に、 源 内 兵 衛真弘 と 云う 者、 腹 巻 取って 打ち 懸け、 長 

すけ ど の 

刀持ちて 走り出で ける が、 佐 殿 を 見 奉り、 馬の 口に 取 

り附 き、 『落人 をば 留め 申せと、 六波羅 より W せ 下され 



の 心得が あつたの だと 断じて も、 あながち 軽忽の 罪に 

当る 事がない ように も 思われる。 漱石 は、 その 己の 銭 

湯の 逸事 を 龍 之 介に 語り、 龍 之 介 は、 おそれおののい 

て 之 を 世間に 公表した ようで あるが、 龍 之 介は漱 石の 

晚 年の 弟子で あるから、 この 銭湯の 一 件 も、 漱 石が よつ 

くち ひけ 

ぼ ど、 いいとしをしてからの 逸事ら しい。 立派な 口髭 

を はやして いたの だ。 かの 鷗 外にしても 立派な 口髭 を 

はやして 軍医総監 という 要職に ありながら、 やむ にや 

まれず、 不良の 新聞記者と 戦って 共に 縁先から 落ちた 

の だ。 私な ど は 未だ 三十 歳 を 少し 越えた ばかりの 群小 

作家の ひとりに 過ぎない。 自重 もく そ も、 ある もんか _ 



れば、 あたら 卓説 も 瓦礫に 等しく 意味 無き ものと 相 成 

ぐまい いえ ど 

るべ く、 老生 もとよ リ 愚昧と 雖も 教えて 責を 負わ ざ 

る 無 反省の 教師に て は 無 之、 昨夕、 老骨 奮起 一番して 

弓の 道場 を 訪れ 申 候。 悲しい 哉、 老いの 筋骨 亀 縮して 

手足 十分に 伸び 申さず、 わななき わななき 引きし ぼつ 

て 放ちた る 矢の 的に はと どかで、 すぐ 目前の 砂利の 上 

くださ. ^たく 

にばた リぱ たりと 落ちる 淋し さ、 お 察し 被 下 度 候。 

なむ はちまん めいもく 

南無 八幡！ と 瞑目して 深く 念じて 放ちた る 弦 は、 わ 

が 耳 をび ゆん と 撃ちて、 いやもう 痛い のなん の、 そこ 

きょうかん げき つう 

ら中を 走り 狂い 叫喚した き 程の 劇痛に 有 之 候え ども、 

南無 八幡！ とか すれた る 声 もて 呻き 念じ、 辛 じて 堪 



呉 下 阿 蒙に は 非ざる なり、 撃つべし、 かれい かに 質屋 

の 猛犬 を 蹴 殺した る大 剛と雖 も、 南無 八幡！ と 念じ 

て 撃た ば、 まさに 瓦 鶏に も 等し かるべし、 やれ！ と 

とっさ .5 

咄嗟のう ちに 覚悟 を 極め 申 候て、 待て！ と 叫喚に 及 

びた る 次第に 御座 候。 相手 は、 何かとい うけ げんの 間 

抜け づら にて、 ちらと 老生 を 見返り、 ふんと 笑って 屋 

台の 外に 出る その 背後に 浴びせ 更に また 一 声、 老婆 待 

て！ と 呼ばわり、 老生 も 続いて 屋台の 外に 躍り 出 申 

候。 屋台の 外 は、 落花 紛々。 老生の 初陣 を 慶祝す るが 

如き 風情に 有 之 候。 老生 は ただちに 身 仕度 を 開始せ り。 

まず 上顎の 入歯 を はずし、 道路の 片隅に 安置せ り。 こ 



の 身 仕度 は 少しく 苦笑の 仕草に 似 たれ ども、 老生の 上 

顎 は 御 承知の 如く 総 入歯に て、 之 を 作る に 二 箇月の 時 

日と 三百 円の 大金 を 掛申候 ものに 御座 候えば、 ただい 

ま 松の木の 怪腕と 格闘して 破損な どの 憂目 を 見て はた 

まらぬ という 冷静の 思慮 を 以てまず 入歯 を はずし 路傍 

に 安置 仕り 候 ものに て、 さて、 目前の 大剛を 見上げ、 

汝は y J の) J ろ 生意気な リ、 隣組 は 仲良くす ベ きものな 

り、 人の あらば かリ 捜して 嘲笑 せんとの 心掛は 下品 

びろう 

尾籠の 極度な リ、 よしよ し 今宵 は 天に 代りて 汝を、 な 

どと 申 述べ 候 も、 入歯 を はずし 申 候 ゆえ、 発音い ちじ 

るし く 明瞭 を 欠き、 われながら いやにな り、 今 は 之 ま 



で、 と 腕 を 伸ばして、 老 画伯の 赤銅色に 輝く 左 頰をパ 

ン パン パンと 三つ 殴り 候え ども、 画伯 は あっけに とら 

れ たる 表情に て、 口 を 少しく あけ、 ぼんやりつつ 立つ 

ている ばかりに 御座 候。 張 合い 無き 事 おびただしき 

果 合に 有 之 候。 相手 は 無言 なれば、 老生 も 無言の ま 

まに 引下り、 件 の 入歯 を 路傍より 拾い上げん とせし に、 

あわれ、 天の 悪戯に や、 いましめ にや。 落花 間断な く 

乱れ 散り、 いつしか 路傍に 白雪の 如く 吹き溜り 候て、 

老生の 入歯 を も 被い 隠したり と 見え、 いずこ もた だ 

白 si 々の 有様に 候えば 老生 いささか 狼狽 仕り、 たしか 

にこ こと 思う あたり を 手 さぐりに て 這う が 如くに 捜し 
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